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群馬県玉村町およびその周辺地域におけるヌマガエルの分布

茂木 誠（群馬県立自然史博物館）

はじめに

これまでに群馬県内でのヌマガエル（Fejervarya kawamurai）の報告は 1999 年板倉
町を最初に，館林市，明和町，邑楽町，太田市，伊勢崎市へと時の経過とともに西方

地域で発見されるようになってきている．そして，2016 年 8 月 1 日にこれらの報告
よりさらに西に位置する玉村町上之手においてヌマガエルが発見された．そこで，利

根川流域沿いや，より西方への広がりを確認する調査を行ったので報告する．

調査結果

調査は，2016 年 8 ～ 9 月の計 5 日間に，玉村町，前橋
市，高崎市，伊勢崎市，藤岡市の水田や周辺の水路など

で行われた．ヌマガエル(図１)は玉村町，前橋市，高崎

市，伊勢崎市，藤岡市のいずれでも採集・確認ができた．

まとめと今後の課題 図1 ヌマガエル

今回の調査で，従来の報告より西方の地域への広がりが認められた．林・木村(2016)
によると栃木県におけるヌマガエルの生息域は一年に 1 ㎞ほど拡大することから，今
回の調査で生息を確認できなかった地点や生息域周辺の調査が継続される必要があ

る．また，ヌマガエルの生息域拡大により，カエル類をはじめとする他の動植物へ与

える影響なども調査される必要があろう．
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